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林
業
を
主
産
業
と
す
る
林
産
地
の
地
域
振

興
が
、
建
築
士
事
務
所
の
業
務
と
密
接
不

可
分
な
関
係
に
あ
る
た
め
で
、
木
造
公
共

建
築
と
一
般
建
築
物
の
木
造
・
木
質
化
に

よ
る
木
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
生
ま
れ
る
経

済
的
交
流
、
人
的
交
流
、
情
報
の
交
流
等

が
地
域
復
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
確
認

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

や
鉄
骨
造
建
築
の
木
質
化
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

建
築
は
、
建
築
士
事
務
所
の
技
術
力
、
デ

ザ
イ
ン
力
に
よ
る
と
こ
ろ
に
期
待
さ
れ
、

い
ま
全
国
に
注
目
さ
れ
る
建
築
物
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ
て
い

る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
新
し
い
工
法
、
流
通
木

材
を
活
用
し
た
工
法
や
耐
震
診
断
・
改

修
、
戸
建
て
か
ら
エ
リ
ア
を
包
括
す
る
リ

フ
ォ
ー
ム
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
木

材
利
用
拡
大
に
資
す
る
こ
と
で
「
森
林
と

街
の
絆
」
が
よ
り
強
く
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
い
え
・
ま
ち

再
生　

私
た
ち
は
、
宮
城
の
た
め
に
」
協

会
挙
げ
て
の
貢
献
を
期
待
す
る
も
の
で

す
。

築
事
例
「
木
の
学
校
」
の
講
習
会
を
林
野

庁
の
支
援
で
開
催
し
、
そ
の
後
の
2
回
の

開
催
計
画
は
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
費

や
し
た
こ
と
か
ら
継
続
で
き
な
か
っ
た
こ

と
の
無
念
さ
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。本

会
が
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
住
宅
復

興
を
宮
城
県
復
興
住
宅
推
進
協
議
会
中
心

に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で

す
。
復
興
と
そ
の
先
を
見
据
え
た
非
住
宅

の
一
般
建
築
物
に
ま
で
お
よ
ぶ
木
造
・
木

質
化
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
国
土
保
全
と

業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
か

つ
急
務
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
木
の
負
の
部
分

を
克
服
し
、
木
の
特
性
を
活
か
し
て
、
国

や
地
方
公
共
団
体
が
率
先
し
て
木
材
を
使

い
、
さ
ら
に
一
般
建
築
物
に
波
及
効
果
を

促
す
狙
い
と
し
た
法
律
、
す
な
わ
ち
平
成

22
年
10
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
「
公
共
建

築
物
等
木
材
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
が
そ
れ
で
あ
り
ま
す
。

本
法
律
施
行
に
と
も
な
っ
て
、
本
会
で

は
平
成
23
年
3
月
10
日
に
行
っ
た
木
造
建

木
造
建
築
は
戦
後
建
築
学
識
者
の
意
見

か
ら
燃
え
や
す
い
な
ど
の
理
由
で
建
築
資

材
と
し
て
不
向
き
と
さ
れ
、
住
宅
資
材
に

そ
の
大
多
数
が
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
我
が
国
は
、
戦
後
造
林
さ
れ
た

人
工
林
が
木
材
資
源
と
し
て
利
用
可
能
な

時
期
を
迎
え
、
一
方
木
材
価
格
の
価
落
な

ど
か
ら
森
林
の
手
入
れ
が
怠
る
よ
う
に

な
っ
て
久
し
く
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
な

機
能
が
低
下
し
て
国
土
保
全
が
懸
念
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
克
服

す
る
た
め
に
木
を
使
い
、
森
を
育
て
、
林

○会長プロフィール

・氏名

　栗原憲昭（くりはらのりあき）

・生年月日

　昭和22年 9月10日

・出身地

　宮城県

・略歴

　80 年遠藤盛建築設計事務所

（現盛総合設計）社長に就任。

98年本協会副会長、02年からは

会長代行を勤め、06 年に会長に

就任。16 年日本建築士事務所

協会副会長、日本建築士事務所

政経研究会会長就任。宮城県建

築振興協会会長、宮城県建設工

業紛争審査会委員、仙台地方裁

判所及び仙台簡易裁判所民事調

停委員・司法委員・専門委員、

東北経済倶楽部マジック親交会

会長。

新
し
い
森
林
と
街
の
絆
を
つ
く
る

一
般
社
団
法
人

　
宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　
会
長

　

栗

原

憲

昭
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古
来
よ
り
日
本
で
は
木
で
建
物
が

作
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
戦
災
や
震

災
、
都
市
火
災
の
面
か
ら
不
燃
が
求

め
ら
れ
、
建
築
の
非
木
造
化
が
求
め

ら
れ
た
時
代
が
続
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
締

約
国
会
議
（C

O
P

）
で
、
木
の
炭
素

固
定
化
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型

社
会
の
形
成
、
治
水
、
水
源
の
確
保
、

微
生
物
に
よ
る
浄
化
、
森
林
の
持
つ

い
ろ
い
ろ
な
有
効
性
が
認
識
さ
れ
、

公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
建
築
基
準

法
21
条
の
改
定
な
ど
を
経
て
、
木
造

が
大
規
模
建
築
に
も
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

宮
城
県
に
お
い
て
も
木
造
の
復
権

が
実
現
し
、
実
際
に
立
て
ら
れ
た
建

物
が
多
数
完
成
し
た
年
と
な
り
、
ま

た
、
海
外
に
お
い
て
も
、
木
が
注
目

さ
れ
て
お
り
、
先
進
的
な
木
の
利
用

が
さ
れ
て
い
る
実
例
を
含
め
、
今
回

の
特
集
を
「
木
造
の
復
権
」
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

特集・木造の復権
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特集・木造の復権

東松島市立宮野森小学校
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特集・木造の復権

奥松島観光物産交流センター

野蒜駅連絡通路
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特集・木造の復権

セイソン工場新築工事
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特集・木造の復権

名取市閖上公民館
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特集・木造の復権
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特集・木造の復権
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１
）
全
国
大
会

時
を
紡
ぐ
明
日
へ
と
～
歴
史
・
文
化
・

自
然
～
大
会
テ
ー
マ
と“

連
れ
も
て
い

こ
ら
紀
の
国
和
歌
山
へ”
～
木
の
国
で

語
る
「
一
期
一
会
」
～
の
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
に
徳
川
御
三
家
、
世
界
遺

産
高
野
山
、
世
界
遺
産
熊
野
三
山
の
歴

史
文
化

の
地
へ

全
国
46

都
道
府

県
か
ら

１
５
０

０
名
の

会
員
参

加
に
よ

り
全
国

大
会
が

盛
大
に

開
催
さ

れ
ま
し

た
。日

事

連
の
大

内
会
長

の
挨
拶

の
な
か

で
青
年
和
創
会
の
活
躍
、
平
成
27
年
の

改
正
建
築
士
法
が
施
行
さ
れ
、
告
示
15

号
業
務
報
酬
基
準
の
見
直
し
の
状
況
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
栗
原
会
長
の

大
会
副
会
長
に
花
を
添
え
宮
城
会
か
ら

は
32
名
の
会
員
の
参
加
、
青
年
和
創
会

へ
は
５
人
の
参
加
で
存
在
を
ア
ピ
ー

ル
、
支
援
し
ま
し
た
。

　
 　

　

 
２
）
建
物
研
修
―
１

　
和
歌
山
県
庁
舎

庁
舎
は
増
田
八
郎
氏
の
設
計
、
清
水

組
（
現
清
水
建
設
）
の
施
工
に
よ
り
昭

和
13
年
に
竣
工
し
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
事
前
の
問
い

合
わ
せ
で
内
部
は
見
学
で
き
な
い
と
言

わ
れ
て
い
た
が
受
付
で
お
願
い
し
見
学

で
き
皆
で
感
激
し
た
。 　

 

３
）
建
物
研
修
―
２
　
和
歌
山
城

築
城
は
豊
臣
秀
長
に
よ
り
１
５
８
５

年
（
天
正
13
年
）
悌
郭
式
平
山
城
と
し

て
築
城
、
別
名
虎
伏
城
又
は
竹
垣
城
と

も
言
わ
れ
、
豊
臣
氏
、
浅
野
氏
、
徳
川

氏
と
城
主
が
変
わ
り
、
徳
川
御
三
家
の

一
つ
紀
州
藩
徳
川
家
の
居
城
で
、
Ｒ
Ｃ

造
の
資
料
館
だ
が
観
光
名
所
で
あ
る
。　

 

　

 
和
歌
山
大
会
に
寄
せ
て

第
41
回
建
築
士
事
務
所
全
国
大
会

　
副
会
長

　
髙
　
橋
　
清
　
秋

和歌山　木の国で語る 和歌山　大会テーマ

和歌山県庁外観

特別に政庁（セレモニー室）見学を許された特別に議事堂も見学を許された階段室見学風景趣ある手すりやレリ
ーフ

大空襲焼失1958年 RC造で資料館再建1972年に庭と池と御橋廊下も復元された

2017.10.6
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東
日
本
大
震
災
の
体
験
か
ら
考
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

 　

 

６
）
建
物
研
修
―
５

　
神
戸

　
北
野
異
人

館
街
散
策
　
―
６
　
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー

北
野
異
人
館
街
の
散
策
は
北
野
工
房

の
ま
ち
の
バ
ス
プ
ー
ル
を
出
発
し
て
神

戸
北
野
ホ
テ
ル
旧
Ｆ
ビ
シ
ョ
ッ
プ
家
住

宅
（
現
中
華
料
理
店
）
旧
グ
ラ
シ
ア
ニ

邸
北
野
町
広
場
に
面
し
た
萌
黄
の
館
・

風
見
鶏
の
館
（
２
邸
の
国
指
定
重
要
文

化
財
）
を
見
て
天
神
坂
を
下
り
バ
ス

プ
ー
ル
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
道
に
迷

い
携
帯
で
案
内
さ
れ
る
チ
ー
ム
も
あ
り

ま
し
た
。

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
で
は
１
９
９
５

年
1
月
17
日
発
生
の
22
年
９
か
月
前
の

５
）
建
物
研
修
―
４
　
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

３
０
０
（
60
階
）

地
上
３
０
０
ｍ
の
日
本
一
高
い
展
望

室
か
ら
関
西
を
一
望
、
改
め
て
大
阪
の

街
の
大
き
さ
に
感
動
す
る
と
と
も
に
、

南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
が
発
生
し
た
ら
こ

の
街
の
被
害
は
、
川
の
多
さ
に
津
波
浸

水
域
が
ど
こ
ま
で
広
が
る
の
か
と
つ
い

４
）
建
物
研
修
―
３
　
和
歌
山
県
立
近
代

美
術
館

黒
川
記
章
氏
の
設
計
、
Ｒ
Ｃ
造
地
下

１
階
地
上
２
階
建
で
１
９
９
４
年
7
月

に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
た
。
一
部
に
錆
等

が
見
ら
れ
維
持
管
理
の
問
題
も
、
23
年

経
過
し
て
も
斬
新
さ
が
う
か
が
わ
れ

る
。
国
吉
康
雄
と
石
垣
栄
太
郎
ア
メ
リ

カ
に
渡
っ
た
二
人
特
別
展
開
催
見
学
。　

 

　

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
地
震
体
験
コ
ー

ナ
ー
と
、
被
災
し
た
街
並
み
を
そ
の
ま

ま
生
々
し
く
再
現
し
た
体
験
ス
ペ
ー
ス

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
阪
神･

淡

路
大
震
災
に
私
た
ち
は
多
く
を
学
び
地

震
に
強
い
街
造
り
、
地
盤
の
調
査
や
耐

震
診
断
の
方
法
の
確
立
を
勉
強
し
建
物

設
計
に
取
り
入
れ
、
二
度
と
建
物
の
倒

壊
に
よ
る
死
者
を
出
さ
な
い
と
誓
っ
て

い
ま
す
。

和歌山城に隣接された美術館全景エントランス全景一部に錆も見られる

地上300ｍ見上げると首が痛い

60階のホールガラス床から下を覗く

北野異人館街神戸北野ホテル外観阪神 ･ 淡路大震災記念人と防災未来センター
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専門学校生大賞→ 

高校生大賞↑ 

ｈｏｋｕｌｏａ 
フラチーム 

熊谷牧夫氏 
ギター弾き語り 

宮城工業高等学校 
ダンス部 

みやじっく魔術団 
マジックショー 

技
術
主
幹
　
勝
呂
元
氏
　

開
催
日
／
10
月
28
日（
金
）～
29
日（
土
）　
場
所
／
仙
台
駅
前
ア
エ
ル
２
Ｆ
ア
ト
リ
ウ
ム

テ
ー
マ
／
地
域
産
木
材
を
使
っ
た
水
辺
の
あ
る
空
間
　
参
加
作
品
／
高
等
学
校
の
部
　
17
作
品
　
専
門
学
校
・
大

学
校
の
部
　
４
作
品
　
　
大
賞
／
■
高
等
学
校
の
部
『
Ｗ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
～
青
い
空
・
白
い
砂

浜
・
島
の
活
性
化
～
宮
城
県
石
巻
工
業
高
校

建
築
科

石
森
　
絵
里
華
　
■
専
門
学
校
・
大
学
校
の
部
『
ａ
ｔ
ｔ

ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ―

新
大
手
門―

』
東
北
電
子
専
門
学
校

建
築
科
・
建
築
大
工
技
能
科

井
戸

陽
斗

高
橋

祐

葵
　
武
田
ち
と
せ
　
高
橋
　
花
奈
　
菊
池
　
林
太
郎
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10

26
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10

 

10

6

30

     

8

50

 
   

 
 

           

高校生大賞↑ 

専門学校生大賞↑ 

 

開
催
日
／
11
月
10
日（
金
）～
11
日（
土
）　
場
所
／
仙
台
駅
前
ア
エ
ル
２
Ｆ
ア
ト
リ
ウ
ム

テ
ー
マ
／
私
た
ち
の
未
来
　
公
共
施
設
の
複
合
を
考
え
る
　
参
加
作
品
／
高
等
学
校
の
部
　
15
作
品
　
専
門
学

校
・
大
学
校
の
部
　
４
作
品
　
　
大
賞
／
■
高
等
学
校
の
部
『
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
ｄ
ｏ
　
ｆ
ｌ
ｏ
ｒ
　
ｉ
ｓ
ｒ
ａ
』
宮
城

県
石
巻
工
業
高
校

建
築
科

佐
々
木

彩
花
　
後
藤

明
日
香
　
■
専
門
学
校
・
大
学
校
の
部
『
ｙ
ｍ
ｇ
ｔ―

ｌ
ｅ
ｇ
ａ
ｃ
ｙ
』
東
北
文
化
学
園
専
門
学
校

イ
ン
テ
リ
ア
科

熊
谷
　
智
喜
　
田
苗
　
真
悟
　
佐
々
木
美
穂
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仙
台
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
台
支
部
長

　
市
場

　
芳
男

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
の
７
割
を

占
め
る
仙
台
支
部
は
、
常
に
本
部
の
活
動

と
重
複
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
29
年
度
の
仙
台
支
部
活
動
と
し
て
、

仙
台
市
指
定
避
難
所
の
安
全
確
認
に
関
す

る
協
定
へ
の
協
力
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
せ
ん
だ
い
・
み
や
ぎ
へ

の
参
加
・
協
力
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
修

の
参
加
、仙
台
市
空
き
家
対
策
へ
の
協
力
、

住
宅
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
等
耐
震
診
断･

耐

震
改
修
の
促
進
、
そ
し
て
会
員
増
強
を
あ

げ
ま
し
た
。

会
員
増
強
の
一
つ
と
し
て
、
仙
台
支
部

理
事
の
方
々
の
理
解
を
得
て
、
会
員
、
賛

助
会
員
を
対
象
に
仙
台
支
部
主
催
の
セ
ミ

ナ
ー
を
平
成
29
年
９
月
12
日（
火
）に
企
画

し
ま
し
た
。

今
年
は
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
も
話
題
に

な
っ
て
い
る
、
仙
台
藩
祖
、
伊
達
政
宗
公

生
誕
４
５
０
年
に
あ
た
り
ま
す
。
政
宗
が

築
い
た
仙
台
城
と
仙
台
城
下
に
思
い
を
馳

せ
る
。
常
日
頃
、
仙
台
市
内
で
、
仕
事
に

携
わ
り
、
何
気
な
く
歩
い
た
り
、
車
を
運

転
し
て
い
る
街
中
を
、
感
性
を
広
げ
て
江

戸
時
代
を
想
像
し
、
旧
仙
台
城
下
に
思
い

を
抱
い
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

講
師
は
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ラ
タ
モ
リ
の

番
組
に
出
演
さ
れ
た
、
元
仙
台
市
教
育
委

員
会
で
活
躍
さ
れ
た
木
村
浩
二
氏
と
、
使

用
テ
キ
ス
ト
を
発
行
し
て
い
る
「
風
の
時

編
集
部
」
代
表
の
佐
藤
正
実
氏
に
お
願
い

し
ま
し
た
。木
村
氏
の
流
暢
な
話
し
方
と
、

内
容
の
奥
深
さ
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
は
１
６
０
０
年
頃
か
ら

２
６
５
年
程
続
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
セ

ミ
ナ
ー
参
加
者
に
「
風
の
時
編
集
部
」
で

発
行
し
て
い
る
「
仙
台
地
図
さ
ん
ぽ
」
付

録
仙
台
城
下
五
厘
掛
絵
図
（
１
６
９
１
年

頃
）
を
配
布
さ
せ
て
頂
き
、
当
時
と
現
在

の
地
図
を
並
べ
て
の
比
較
解
説
で
す
。

仙
台
城
周
辺
、
侍
屋
敷
と
町
屋
敷
、
町

屋
と
侍
屋
敷
の
境
界
の
木
戸
の
位
置
と
多

さ
、
侍
屋
敷
が
城
下
の
７
割
か
ら
８
割
が

占
め
て
い
た
事
、
仙
台
城
と
若
林
城
の
配

置
、
街
区
配
置
「
丁
」
と
「
町
」
の
違
い

等
な
ど
。

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
、
設
計
事
務
所
、

建
築
審
査
機
関
、
メ
ー
カ
ー
、
施
工
会
社

（
建
設
会
社
、
工
務
店
）
と
多
面
に
亘
っ

て
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
。

次
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
仙
台
地
図
さ

ん
ぽ
」
を
利
用
し
て
、「
町
割
り
と
地
名

の
名
残
に
つ
い
て
（
案
）」
で
行
い
た
い

の
で
、
是
非
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

仙
南
支
部仙

南
支
部
長

　
秋
山

　
哲
也

名
取
市
の
熊
野
神
社

仙
南
支
部
と
い
っ
て
も
名
取
市
以
南

（
四
市
九
町
村
）
が
全
て
仙
南
支
部
な
の

で
そ
の
範
囲
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
は
数

限
り
な
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
ひ
と

つ
に
、
名
取
市
の
西
部
丘
陵
地
周
辺
（
こ

の
地
域
は
古
代
の
東
山
道
、
中
世
の
奥
大

道
が
通
り
、
一
方
奥
羽
山
脈
を
越
え
出
羽

の
最
上
へ
の
道
も
あ
り
、
陸
路
交
通
の
要

衝
の
地
）
に
あ
る
紀
州
熊
野
三
社
を
勧
請

し
た
名
取
熊
野
三
社
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

遠
い
昔
か
ら
日
本
全
国
に
は
紀
州
熊
野

ゆ
か
り
の
神
社
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る

中
で
、
熊
野
本
宮
社
、
熊
野
那
智
神
社
、

熊
野
神
社
（
旧
新
宮
社
）
と
三
社
が
存
在

し
、
か
つ
地
理
的
、
方
角
的
に
同
じ
配
置

に
再
現
さ
れ
た
写
し
霊
場
は
、
全
国
で
も

唯
一
の
神
社
の
よ
う
で
、
十
二
世
紀
（
平

安
時
代
末
期
）
に
名
取
市
高
舘
に
勧
請
さ

㈱市場建築構造
設 計 事 務 所

㈱ イ ズ ミ タ
ハ ウ ス

㈱ 石 巻 設 計
セ ン タ ー

代表取締役　市場　芳男 代表取締役　泉田　光雄 代表取締役　齋藤　浩喜

仙台市太白区鹿野 1-1-3 仙台市若林区上飯田 1-15-31 石巻市蛇田字新丸井戸 39-1

☎ 022-247-5080　FAX 022-247-1877 ☎ 022-285-0931　FAX 022-285-0951 ☎ 0225-94-2490　FAX 0225-94-2747

URL：http://www.ichibakozo.sakura.ne.jp/ URL：http://www.izumita-h.co.jp
E-mail：info@abekazu.co.jp E-mail：nfo@izumita-h.co.jp
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木
造
（
き
つ
く
り
）
の
建
物
で
、
屋
根
は

杮
葺
（
こ
け
ら
ぶ
き
）
と
い
う
薄
い
木
板

を
重
ね
て
葺
い
た
も
の
で
す
。
証
（
し
ょ

う
）
誠
（
じ
ょ
う
）
殿
（
で
ん
）
と
那
智

飛
流
（
な
ち
ひ
り
ゅ
う
）
権
現
社
（
ご
ん

げ
ん
し
ゃ
）
は
一
間
四
方
の
社
で
熊
野
造

（
隅
（
す
み
）
木
入
（
き
い
り
）
り
春
日

造
（
か
す
が
づ
く
り
））
と
呼
ば
れ
る
様

式
で
県
内
唯
一
の
建
物
で
あ
り
、
十
二
社

（
じ
ゅ
う
に
し
ゃ
）
権
現
社
（
ご
ん
げ
ん

し
ゃ
）
は
桁
行
三
間
、
梁
間
一
間
の
規
模

で
流
造
（
な
が
れ
づ
く
り
）
の
様
式
で
造

ら
れ
て
お
り
、
大
変
美
し
い
形
を
し
て
い

ま
す
。

本
殿
の
建
築
年
代
に
つ
い
て
は
、
伊
達

藩
四
代
藩
主
伊
達
綱
村
造
営
の
棟
札
が
あ

り
、
改
築
か
再
建
か
は
っ
き
り
し
て
い
ま

長
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

話
し
は
少
し
ず
れ
ま
す
が
、
こ
の
名
取

地
方
（
現
在
の
名
取
市
で
は
な
く
、
旧
名

取
郡
の
範
囲
）の
熊
野
信
仰
に
つ
い
て
は
、

長
年
古
代
か
ら
起
き
て
い
る
巨
大
津
波
の

研
究
を
行
っ
て
お
り
、
20
年
以
上
も
前
か

ら
仙
台
平
野
の
巨
大
津
波
の
来
襲
を
警
告

し
て
き
た
歴
史
家
の
飯
沼
勇
義
氏
が
そ
の

著
書
「
日
本
最
古
の
歴
史
津
波
」
と
い
う

本
で
、
仙
台
平
野
、
名
取
平
野
を
紀
元
前

の
昔
か
ら
巨
大
津
波
が
周
期
的
に
襲
っ

て
お
り
（
紀
元
前
１
６
０
年
か
ら
西
暦

９
９
６
年
の
仙
台
・
熊
野
堂
津
波
ま
で
合

計
7
回
の
巨
大
津
波
が
発
生
）
そ
の
大
自

然
の
恐
怖
と
深
く
関
係
し
て
い
る
と
述
べ

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
仙
台
平
野
、
名

取
平
野
で
は
昔
か
ら
巨
大
津
波
が
繰
り
返

し
起
こ
り
、
そ
の
度
に
お
び
た
だ
し
い
人

が
犠
牲
に
な
り
、
平
地
は
海
水
が
引
か
ず

生
活
や
農
作
物
が
栽
培
で
き
な
い
地
と
な

り
、
や
っ
と
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
も
ま
た
巨
大
な
津
波
が
襲
っ
て
く
る
と

い
う
残
酷
な
事
実
が
熊
野
信
仰
へ
と
導
く

こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
三
社
の
う
ち
熊
野
神
社
（
旧
新

宮
社
）
の
建
物
（
社
殿
）
に
絞
っ
て
そ
の

内
容
を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
社

殿
は
拝
殿
の
奥
に
本
殿
が
３
棟
並
ん
で
建

て
ら
れ
て
お
り
、
中
央
に
証
（
し
ょ
う
）

誠
（
じ
ょ
う
）
殿
（
で
ん
）、
向
か
っ
て

右
側
に
那
智
飛
流
（
な
ち
ひ
り
ゅ
う
）
権

現
社
（
ご
ん
げ
ん
し
ゃ
）、
左
側
に
十
二

社
（
じ
ゅ
う
に
し
ゃ
）
権
現
社
（
ご
ん
げ

ん
し
ゃ
）
が
あ
り
、い
ず
れ
も
素
（
し
ら
）

れ
て
以
来
、
東
北
地
方
の
熊
野
信
仰
の
一

大
拠
点
と
な
っ
た
よ
う
で
す
（
そ
の
縁
も

あ
っ
て
、
和
歌
山
県
新
宮
市
と
名
取
市
は

姉
妹
都
市
提
携
を
行
っ
て
交
流
を
深
め
て

い
る
）。
旧
新
宮
社
付
近
に
は
、
神
社
を

中
心
に
別
当
坊
や
学
頭
坊
を
は
じ
め
と
す

る
宿
坊
群
跡
（
17
坊
）
が
所
在
し
て
お
り
、

当
時
の
名
取
熊
野
信
仰
の
広
が
り
の
大
き

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
名
取
熊
野

三
社
の
う
ち
中
心
を
成
し
て
い
た
熊
野
神

社
（
旧
新
宮
社
）
は
、
鎌
倉
幕
府
が
編
纂

し
た
歴
史
書
吾
妻
鏡
に
も
そ
の
別
当
の
名

前
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
名
取
熊
野
の
金
剛
別
当
秀
綱
は

奥
州
藤
原
泰
衡
の
後
見
人
と
し
て
強
大
な

勢
力
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
名
取
熊
野
別
当
は

東
北
で
は
軍
事
的
に
武
士
団
の
棟
梁
で
、

宗
教
的
に
は
熊
野
権
現
の
修
験
教
団
の
管

㈱ ク マ ケ ー 建 設
一級建築士事務所

㈲環境デザイン
工 房

㈱ 鎌 田 建 築
設 計 事 務 所

代表取締役　熊谷　敬一郎 代表取締役　秋山　哲也 代表取締役　鎌田　孝一

気仙沼市古町 1-4-10 名取市大手町 4-1-4 多賀城市大代 4-15-19

☎ 0226-23-2223　FAX 0226-23-7507 ☎ 022-382-9172　FAX 022-383-5159 ☎ 022-365-7762　FAX 022-369-3013

URL：http://www.kumakei-kensetsu.co.jp/

E-mail：info@kumakei-kensetsu.co.jp E-mail：kankyo@rf7.so-net.ne.jp E-mail：sjkamata@eagle.ocn.ne.jp



16

支部だより

せ
ん
が
、
江
戸
時
代
始
め
こ
ろ
に
建
て
ら

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

宮
城
県
は
こ
の
建
物
を
歴
史
的
に
重
要

な
価
値
あ
る
建
物
と
認
め
、
昭
和
60
年
に

有
形
文
化
財
に
指
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
春
と
秋
の
例
祭
に
は
拝
殿
前
の
池
に

常
設
さ
れ
た
神
楽
殿
で
奉
納
さ
れ
る
熊
野

堂
神
楽
は
県
の
無
形
民
族
文
化
財
、
春
の

例
祭
時
に
水
上
の
特
設
舞
台
奉
納
さ
れ
る

熊
野
堂
舞
楽
も
県
の
無
形
民
族
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
熊
野
堂
舞
楽
に

つ
い
て
は
、
代
々
７
軒
の
社
家
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
る
門
外
不
出
と
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

こ
の
他
に
も
名
取
熊
野
三
社
を
勧
請
し

た
名
取
老
女
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
お
話
も
紙
面
上
の
都
合
で
ご
紹
介
で
き

ま
せ
ん
が
、
今
年
の
10
月
に
名
取
市
文
化

会
館
（
20
周
年
開
館
事
業
）
で
国
立
能
楽

堂
が
企
画
し
、
梅
若
玄
祥
氏
、
大
槻
文
蔵

氏
、
野
村
萬
作
氏
と
い
う
人
間
国
宝
三
人

と
野
村
萬
斎
氏
に
よ
る
競
演
で
能
「
名
取

の
老
女
」
と
狂
言
「
名
取
川
」
が
復
曲
能

と
し
て
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
能
と
狂

言
は
世
阿
弥
の
甥
の
音
阿
弥
と
い
う
人
が

１
４
６
４
年
に
上
演
し
た
以
降
、
ま
れ
に

し
か
上
演
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
廃
曲
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
だ
ま
だ
ご
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
是
非
名
取
に
お
寄
り
の
際

は
、
高
舘
に
足
を
延
ば
し
、
名
取
熊
野
三

社
を
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

石
巻
支
部石

巻
支
部
長

　
齋
藤

　
浩
喜

大
震
災
か
ら
間
も
な
く
７
年
と
い
う
書

き
出
し
も
、
そ
ろ
そ
ろ
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
な
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

振
り
返
る
と
、
あ
の
日
か
ら
震
災
復
興

と
い
う
言
葉
一
つ
で
、
突
き
進
ん
で
き
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
何
も
か
も
が
な
く

な
り
、
現
実
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
光
景

を
目
の
当
た
り
に
し
、
絶
望
と
不
安
の
中

か
ら
少
し
ず
つ
復
興
の
道
を
進
ん
で
き
た

被
災
地
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
と
は

言
い
な
が
ら
、
気
が
付
け
ば
か
な
り
復
興

は
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
、
思
う
こ
と
は
、
今
後
私
た
ち
は
ど

う
進
ん
で
い
く
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
漠
然

と
し
た
不
安
で
す
。
イ
ン
フ
ラ
は
着
々
と

整
備
さ
れ
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
口
は
減

少
し
続
け
、
復
興
需
要
が
な
く
な
っ
た
後

の
我
々
の
業
界
を
考
え
る
と
、
本
当
に
混

と
ん
と
し
て
き
ま
す
。

こ
ん
な
時
こ
そ
、
同
業
者
の
仲
間
が

し
っ
か
り
ま
と
ま
っ
て
、
今
後
の
業
界
を

け
ん
引
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
す
べ

く
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

来
年
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え

て
支
部
活
動
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

大
崎
支
部大

崎
支
部
長

　
村
田

　
秀
彦

当
支
部
で
は
、
２
０
１
４
年
よ
り
毎
年

２
～
３
回
程
度
、
宮
城
県
建
築
士
会
大
崎

支
部
様
と
の
共
催
に
よ
り
、
東
北
電
力
㈱

古
川
営
業
所
様
の
後
援
を
い
た
だ
き
、
セ

ミ
ナ
ー
講
習
会
や
視
察
研
修
会
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、共
催
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
は
、

「
住
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
算
と
実
測
」、「
健

康
で
快
適
な
省
エ
ネ
住
宅
を
経
済
的
に
実

現
す
る
」、「
健
康
な
住
い
と
健
康
な
暮
ら

し
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
視
察
研
修
会
と
し
て
は
、
県

内
外
８
ヶ
所
ほ
ど
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

㈱ 構 建 築
設 計 事 務 所

㈱ 気 仙 沼 工 務 店
一級建築士事務所

㈱ 群 建 築
設 計 事 務 所

代表取締役　徳田　伸治
　千葉　清純　早坂　陽

代表取締役　佐藤　良昭 代表取締役　菊地　啓司

仙台市青葉区上杉 2-4-46
仙台市泉区鶴が丘 4-2-15 仙台市太白区鹿野 2-15-12

☎ 022-262-3301　FAX 022-222-3440 ☎ 022-372-1020　FAX 022-372-1093 ☎ 022-248-7781　FAX 022-248-7721

URL：http://kosekkei.sakura.ne.jp URL：http://kesennumakoumuten.com

E-mail：kosekkei@jade.dti.ne.jp E-mail：kesennuma@celery.ocn.ne.jp E-mail：kikuchi@gun-archi.co.jp
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必
要
」
で
あ
り
、「
推
計
結
果
か
ら
、
一

次
モ
デ
ル
建
築
法
が
標
準
入
力
法
と
同
じ

か
多
く
な
る
傾
向
」
で
あ
る
と
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
他
団
体
と
の
連
携
協
力
に
よ

る
事
業
に
よ
り
、
当
協
会
の
社
会
的
な
役

割
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
発
展

に
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

栗
原
支
部

栗
原
支
部
長

　
小
野
寺

　
美
夫

東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
経
過
し
ま
し

た
。
復
興
は
進
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
宮

城
県
全
体
で
は
あ
と
数
年
は
掛
か
る
見
通

し
の
よ
う
で
す
。
震
災
後
、
住
宅
の
耐
震

診
断
は
か
な
り
の
件
数
が
あ
り
ま
し
た

が
、
年
月
の
経
過
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
申

し
込
み
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
し

て
、
耐
震
改
修
と
な
り
ま
す
と
激
減
し
て

い
る
状
況
で
す
。
行
政
側
で
は
、
あ
る
程

度
の
見
込
み
を
定
め
て
い
る
の
で
す
が
、

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
と
も
下
回
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

栗
原
支
部
で
も
行
政
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
啓
蒙
活
動
を
し
て
い

る
の
で
す
が
、
一
般
の
市
民
に
浸
透
す
る

こ
と
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
地
区
の
住
民
の
人
口
減
少
に
よ
り
、

空
き
家
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
耐
震
の

み
な
ら
ず
こ
の
こ
と
も
大
き
な
問
題
で

す
。
地
区
の
成
年
団
が
、
見
回
り
管
理
を

し
て
い
る
こ
と
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、

既
存
住
宅
の
再
利
用
を
考
え
て
い
く
こ
と

も
耐
震
診
断
補
強
と
同
時
に
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
都
市
部
で
は
民
泊
の

利
用
や
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
の
ニ
ュ
ー

ス
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、
超
高
齢
少
子

化
の
地
区
で
は
な
か
な
か
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
事
務
所
協
会
会
員
の
な
か
で

も
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を
考
え
て
い
く
こ
と

も
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

登
米
支
部登

米
支
部
長

　
小
野

　
寛
次

6
月
11
日（
日
）　

登
米
市
消
防
防
災
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
登
米
市
総
合
防
災
訓

今
年
度
は
９
月
４
日
に
、テ
ー
マ
を「
建

築
物
省
エ
ネ
法
に
お
け
る
省
エ
ネ
計
算
の

実
務
」
と
し
て
㈱
蒼
設
備
設
計　

取
締
役

設
計
部
長　

合
田
和
泰　

氏
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
合
田
取
締

役
に
は
、
現
行
の
建
築
物
省
エ
ネ
法
で
住

宅
な
ど
の
建
築
や
修
繕
を
す
る
場
合
、
住

宅
建
築
物
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合

理
化
の
努
力
義
務
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て

説
明
い
た
だ
き
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
計
算
の
「
標
準
入
力
法
」
と
「
モ
デ
ル

建
物
法
」
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
や
計
算
方
法

の
違
い
や
モ
デ
ル
建
物
法
の
入
力
支
援

ツ
ー
ル
な
ど
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
物
販
店
舗
と
い
っ

た
建
物
の
種
類
に
よ
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

試
算
例
を
提
示
さ
れ
、「
省
エ
ネ
対
策
効

果
を
定
量
的
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
設

備
別
の
設
計
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が

㈱ 集 建 築
設 計 事 務 所 ㈱ 盛 総 合 設 計 ㈱ COS 設 計

代表取締役　佐藤 孝志 代表取締役　栗原　憲昭 代表取締役　川口　裕子

仙台市青葉区二日町 16-20
二日町ホームプラザビル 512

仙台市青葉区上杉 3-3-16 仙台市宮城野区榴岡 4-13-1
サン・アドバンスビル 4F

☎ 022-263-5577　FAX 022-263-5591 ☎ 022-222-6887　FAX 022-224-2397 ☎ 022-256-2139　FAX 022-299-5855

URL：http://www016.upp.so-net.ne.jp/shu/ URL：http://www.sakari.co.jp

E-mail：kk-shu@cf6.so-net.ne.jp E-mail：sakari@sakari.co.jp E-mail：cos-yuk@vmail.plala.or.jp
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練
に
出
展
参
加
し
、
常
日
頃
の
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
の
広
報
活
動
を
い
た
し
ま

し
た
。

9
月
2
日（
土
）　

登
米
市
南
方
町
の
中

心
地
域
で
あ
る
山
成
、
新
高
石
、
高
石
地

区
に
お
い
て
、
登
米
市
と
共
に
当
支
部
と

建
築
士
会
登
米
支
部
が
、
登
米
市
木
造
住

宅
耐
震
化
普
及
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
実
施
に
参

加
協
力
し
ま
し
た
。
総
勢
22
名
9
班
編
成

に
て
対
象
住
戸
訪
問
し
耐
震
診
断
相
談
機

会
の
提
供
及
び
耐
震
診
断
受
診
の
勧
誘
等

実
施
し
、
耐
震
化
の
普
及
啓
発
活
動
行
を

い
ま
し
た
。

10
月
1
日（
日
）　

登
米
市
迫
体
育
館
及

び
迫
中
江
中
央
公
園
に
お
い
て
、
第
13
回

登
米
市
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
建
築
士

会
登
米
支
部
と
共
に
耐
震
診
断
の
広
報
及

び
住
宅
相
談
を
体
育
館
内
の
専
用
ブ
ー
ス

内
に
て
、
実
施
致
し
ま
し
た
。

気
仙
沼
支
部

気
仙
沼
支
部
長

　
熊
谷
　
敬
一
郎

現
在
、
ど
の
被
災
地
も
震
災
復
興
・
地

方
創
生
の
同
時
進
行
過
程
の
な
か
で
、
問

題
解
決
へ
の
施
策
と
し
て
地
元
高
卒
者
や 

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
若
者
の
定
着
・
呼
び
込

み
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
地
元
地
域
内
に
若
者
の
職
業
選
択
の

対
象
と
成
り
え
る
仕
事
・
企
業
の
存
在
が

不
可
欠
で
す
。

我
々
、
地
方
の
建
設
・
建
築
設
計
業
界

も
地
域
経
済
界
の
一
分
野
と
し
て
若
者
の

就
業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

仕
事
量
が
減
少
し
て
い
く
な
か
で
、
若
者

が
望
ん
で
飛
び
込
ん
で
く
る
仕
事
・
職
場

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
明
確
に
は
イ

メ
ー
ジ
で
き
に
く
い
と
い
う
の
が
現
状
だ

と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
将
来
に
向
け
た
方
向
性
と
し
て

は
、
本
業
・
業
界
・
圏
域
の
壁
を
越
え
て

タ
テ
・
ヨ
コ
・
ナ
ナ
メ
に
柔
軟
に
連
携
を

し
て
、
地
域
の
中
で
職
能
を
生
か
し
た
新

た
な
仕
事
、
活
躍
の
場
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
必
須
だ
と
感
じ
ま
す
。

地
方
の
建
設
・
設
計
事
務
所
で
も
都
会

の
大
卒
が
就
業
し
て
、
や
が
て
地
域
に
定

着
す
る
・
・
・
我
々
は
そ
れ
を
担
え
る
業

界
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

仙
台
東
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
台
東
支
部
長

　
鎌
田
　
孝
一

①
仙
台
東
支
部
の
年
間
行
事
活
動
の
概
要

で
す
が
、
七
ヶ
浜
町
に
４
年
前
に
建
築

し
た
建
物
（
林
野
庁
補
助
に
よ
る
復
興

㈲ 髙 橋 建 築
設 計 事 務 所 装 建 工 業 ㈱ ㈱ 図 設 計

代表取締役　髙橋　清秋 代表取締役　佐藤　雅友 代表取締役　髙橋　亨次

仙台市泉区長命ケ丘 3-31-17 仙台市宮城野区榴岡 4-12-23 仙台市泉区虹の丘 1-4-5

☎ 022-378-3246　FAX 022-378-3769 ☎ 022-295-2121　FAX 022-299-6039 ☎ 022-372-7776　FAX 022-373-6991

URL：http://www.tsekei.jp/

E-mail：tsekei@jcom.home.ne.jp E-mail：masatomo@bb.wakwak.com E-mail：zu_1@sea.plala.or.jp
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住
宅
モ
デ
ル
展
示
場
）
を
支
部
の
活
動

の
一
環
と
し
て
耐
震
診
断
等
の
勉
強

会
（
意
見
交
換
会
）
を
随
時
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
又
、
モ
デ
ル
展
示
場
は
ど

な
た
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
、
使
用
し
た
い
方
は
事
務
所
協
会
ま

で
連
絡
頂
け
れ
ば
会
議
や
見
学
会
等
で

使
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
通
常
は

七
ヶ
浜
町
の
障
害
者
の
方
々
が
訓
練
の

場
と
し
て
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

②
仙
台
市
宮
城
野
区
福
住
町
に
て
年
に
一

度
地
域
住
民
参
加
に
よ
る
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
て
お
り
、
30
以
上
の
グ
ル
ー
プ

が
参
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
仙
台
東
支

部
か
ら
も
住
宅
相
談
や
耐
震
診
断
等
の

啓
蒙
活
動
と
し
て
参
加
し
て
お
り
ま

す
。

③
多
賀
城
市
で
は
毎
年
行
わ
れ
る
商
工
会

主
催
の
地
元
住
民
の
お
祭
り
の
た
が

じ
ょ
う
市
民
市
に
参
加
し
こ
ち
ら
で
も

住
宅
相
談
や
耐
震
診
断
の
啓
蒙
活
動
と

し
て
毎
年
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

④
東
松
島
市
で
は
法
テ
ラ
ス
東
松
島
に
て

建
物
に
関
す
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
等
の

相
談
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
仙
台
東
支

部
か
ら
は
相
談
員
と
し
て
月
に
１
～
２

回
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
他
各
市
町
村
か
ら
建
物
に
関
す
る

苦
情
処
理
等
の
依
頼
に
当
っ
て
お
り
ま

す
。

㈱ 東 北 三 興
設 計 事 務 所

㈲ 千 田 総 兵 衛
建 築 事 務 所 タ カ ラ 工 業 ㈱

代表取締役　井戸川　隆一 代表取締役　千田　　浩 代表取締役　加藤　良一

仙台市若林区新寺 1-6-8-201 仙台市青葉区一番町 1-13-20 仙台市青葉区台原 1-3-20

☎ 022-299-3611　FAX 022-299-3613 ☎ 022-224-0071　FAX 022-224-0068 ☎ 022-234-4481　FAX 022-234-5171

URL：http://r.goope.jp/san5

E-mail：san5@ruby.ocn.ne.jp E-mail：chida.arc@nifty.com E-mail：tkrkogyo@osk2.3web.ne.jp
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青
年
部
会

青
年
部
会
長

　
東
山

　
圭

活
動
報
告

青
年
部
会
で
は
、
目
的
に
「
次
世
代
を

担
う
会
員
相
互
の
親
睦
と
研
修
等
に
よ
る

質
の
向
上
」
を
掲
げ
、
現
在
は
、
３
ヶ
月

に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
例
会
を
開
催
し
、
地

域
や
建
築
業
界
に
関
し
て
の
講
師
を
お
呼

び
し
て
の
講
演
会
や
会
員
企
業
紹
介
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
同
様
に
青
年
部
会
内
に
部

会
会
員
の
為
の
例
会
な
ど
を
企
画
す
る

「
親
睦
・
例
会
委
員
会
」
と
広
く
市
民
に

向
け
た
活
動
を
企
画
す
る
「
部
会
事
業
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、「
親
睦
・
例
会
委

員
会
」で
は
年
間
４
回
の
例
会
を
開
催
し
、

様
々
な
企
画
で
会
員
を
増
や
し
結
束
を
固

め
て
い
ま
す
。
ま
た「
部
会
事
業
委
員
会
」

で
は
年
間
２
回
の
事
業
を
行
い
地
域
貢
献

を
行
う
事
で
更
に
活
動
の
輪
を
広
げ
て
お

り
ま
す
。

現
在
部
会
員
（
参
加
者
）
は
90
名
を
超

え
、
毎
回
の
例
会
も
50
人
程
度
の
参
加
人

数
で
す
。

部
会
員
相
互
の
交
流
や
親
睦
は
、
毎
回

の
例
会
後
に
行
わ
れ
る
懇
親
会
や
宮
自
協

本
会
と
は
別
に
青
年
部
会
独
自
で
「
青
年

ゴ
ル
フ
部
」
を
設
立
し
定
期
的
な
交
流
を

取
っ
て
お
り
ま
す
。

○
昨
年
度
（
H‌

28
）
の
活
動

・
6
月
24
日
（
金
）
18

‥

00
～

宮
事
協
３
Ｆ
会
議
室

「
第
一
回　

青
年
部

会
」

内
容

‥

講
演
「
宮
事

協
の
組
織
を
よ
く
知

ろ
う
」

そ
の
他
、
部
会
員
企

業
紹
介
※

 ・
9
月
30
日
（
金
）
18

‥

00
～　

「
第
二
回　

青
年
部
会
」

内
容

‥

討
論
会
「
青
年
部
会
の
未
来
選

択
す
る
た
め
に
」

青
年
部
会
参
加
者
が

「
勉
強
し
た
い
事
」

や
「
や
っ
て
み
た
い

事
」
な
ど
意
見
の
集

約
を
行
い
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
方
針
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
部
会
員
企

業
紹
介
※

 ・
12
月
25
日
（
金
）
18

‥

00
～　

「
第
三
回　

青
年
部
会
」

内
容

‥

講
演
会　

建

設
業
界
旬
の
話
題　

～
新
聞
に
掲
載
し
て

い
な
い
建
設
マ
ル
秘

情
報
～

建
設
新
聞
社
小
島
常

務
を
お
招
き
し
て
、

青年部会・女性部会

㈱ 北 星 設 計 野 口 建 設 ㈱
一級建築士事務所 日 新 設 計 ㈱

代表取締役　渡邊　俊弥 代表取締役社長　野口　典秀 代表取締役　京谷 国雄

仙台市青葉区立町 22-14
西公園マンション 405

栗原市築館源光 12-24 仙台市太白区山田字大石 42-4

☎ 022-266-9010　FAX 022-266-9043 ☎ 0228-22-2102　FAX 0228-22-1091 ☎ 022-245-2333　FAX 022-245-2341

URL：sekimura.s@noguchikensetsu.co.jp

E-mail：watanabe.hokusei@s5.dion.ne.jp E-mail：sekimura.s@noguchikensetsu.co.jp
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「
青
年
部
会
交
流
事
業
」

・
3
月
18
日
（
土
）
10

‥

00
～　

内
容

‥

福
島
県
県
北
支
部
青
年
部
会
の

皆
さ
ま
に
宮
城
県
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
工
場
見
学
や
震
災
復
興
の
現
地
見

学
等
を
行
い

ま
し
た
。
最

後
に
は
合
同

懇
親
会
も
開

催
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
意

見
交
換
等
で

交
流
を
深
め

さ
せ
て
い
た

だ

き

ま

し

た
。

 

部
会
事
業
委
員
会
活
動
内
容

「
定
禅
寺
ス

ト
リ
ー
ト
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
仙
台
」

リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
致
し
ま
し

た
。内

容

‥

宮
事

協
青
年
部
会

事

業

と

し

て
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
に
設
置
さ
れ
る

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
ゴ
ミ
の

分
別
呼
び
掛
け
及
び
、
分
別
回
集
を
行

い
ま
し
た
。

・
Ｈ
29
年
８
月

23
日
（
水
）

9

‥

56
～　

「

第

11

回　

青
年
ゴ
ル
フ

部
杯
」

場
所

‥

杜
の

公
園
Ｇ
Ｃ

 ○
本
年
度
（
Ｈ
29
）
の
活
動

親
睦
・
例
会
委
員
会
の
活
動
内
容

「
第
一
回　

青
年
部

会
」

・
6
月
30
日
（
金
）

　

18

‥

00
～

　

宮
事
協
３
Ｆ
会
議

　

室

　

内
容

‥

最
新
の
Ｖ

　

Ｒ
技
術
を
学
び
、

　

体
感
し
て
頂
い
た
。

 「
第
二
回　

青
年
部
会
例
会
」

・
９
月
29
日
（
金
）
18

‥

00
～

宮
事
協
３
Ｆ
会
議
室

内
容

‥「
進
む
建

設
業
の
ド
ロ
ー

ン
活
用
」
を
テ
ー

マ
に
ド
ロ
ー
ン

を
建
築
に
生
か

す
手
法
を
建
設

新
聞
社
に
ご
協

力

い

た

だ

き
、

ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

宮
城
県
の
建
設
業
界
の
近
況
と
今
後
の

展
望
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
部
会
員
企
業
紹
介
※

 ・
3
月
17
日
（
金
）
18

‥

00
～　

「
第
四
回　

青
年
部
会
」

内
容

‥

各
委
員
会
の
次
年
度
委
員
会
年

間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
打
ち
合
わ

せ
と
「
ト
ー
タ
ル
プ
レ
カ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
」
の
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
他
、
部
会
員
企
業
紹
介
※

○
青
年
ゴ
ル
フ
部
の
活
動

・
Ｈ
28
年
７
月
13
日
（
水
）
9

‥

36
～　

「
第
６
回　

青
年
ゴ
ル
フ
部
杯
」

場
所

‥

杜
の

公
園
Ｇ
Ｃ

・
Ｈ
28
年
10
月

13
日
（
木
）

9

‥

22
～　

「
第
７
回

青
年
ゴ
ル
フ

部
杯
」

場
所

‥

杜
の
公
園
Ｇ
Ｃ

・
Ｈ
28
年
11
月
25
日
（
金
）
8

‥

05
～　

「
第
８
回　

青
年
ゴ
ル
フ
部
杯
」

場
所

‥
杜
の
公
園
Ｇ
Ｃ

・
Ｈ
29
年
３
月
28
日
（
火
）
8

‥

49
～　

「
第
９
回　

青
年
ゴ
ル
フ
部
杯
」

場
所

‥

仙
台
Ｃ
Ｃ
名
取
コ
ー
ス

・
Ｈ
29
年
７
月
13
日
（
木
）
9

‥

15
～　

「
第
10
回　

青
年
ゴ
ル
フ
部
杯
」

場
所

‥

杜
の
公
園
Ｇ
Ｃ

青年部会・女性部会

㈱ 建 研　
仙 台 営 業 所 ㈱ オ ギ ノ ㈱ 村 田 工 務 所

一級建築士事務所

所長　細田　尚宏 代表取締役　荻野 誠也 代表取締役　村田　秀彦

仙台市若林区新寺 1-3-45 福島県福島市鳥谷野字岩田 35-1 大崎市古川江合錦町 2-6-1

☎ 022-791-8750　FAX 022-791-8752 ☎ 024-546-6700　FAX 024-546-6500 ☎ 0229-24-1500　FAX 0229-24-1511

URL：http://www.kenken-pc.com URL：http://www.ogino1950.com/ URL：http://www.murata-koumusyo.com

E-mail：Hosoda.Yoshihiro@kenken-pc.com E-mail：info@ogino1950.com E-mail：info@murata-koumusyo.com
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「
青
葉
区
民
祭
り
、
ブ
ー
ス
出
展
」

・
11
月
３
日
（
金
）
９

‥

00
～

勾
当
台
公
園
内

内
容

‥

子
供
に
建
築
に
つ
い
て
興
味
を

抱
い
て
い
た
だ
く
為
、「
家
の

模
型
作
り
体
験
（
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
）」
と
大
人
向
け
の
「
紙

に
書
く
だ
け
で
家
の
３
Ｄ
が
で

き
る
Ｖ
Ｒ
体
験
」
を
体
感
で
き

る
ブ
ー
ス
を
出
展
致
し
ま
し

た
。

 

全
国
大
会
　
参
加

青
年
話
創
会
２
０
１
７
和
歌
山
大
会
参

加

内
容

‥

和

歌
山
全
国

大

会

に

て
、
青
年

ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー

プ
主
催
の

「
青
年
話

創
会
」
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
次
世

代
育
成
を
テ
ー
マ
に
全
国
青
年

部
会
の
皆
さ
ま
と
様
々
な
意
見

交
換
を
交
わ
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度 

�
女
性
部
会
活
動

女
性
部
会
長

　
澁
谷
　
聖
子

本
年
度
の
活
動

４
月
12
日　

建

築
士
事
務
所
協

会
前
「
花
壇
造

り
」よ

り
長
期
間

咲
く
花
・
あ
ま

り
手
入
れ
を
必

要
と
し
な
い
花

を
選
定
し
植
え

ま
し
た
。

こ
れ
に

は
事
務
所

協
会
の
事

務

局

の

方
々
に
も

協
力
を
頂

い
て
、
そ

し
て
も
ち

ろ
ん
植
え

た
だ
け
で

は
花
は
育

た
ず
水
や

り
に
も
協

力
を
し
て

い
だ
い
た

こ
と
を
感

謝
い
た
し

ま
す
。

７
月
19
日　

「
浴
衣
の
着
付
け
教
室
」

和
装
教
育
国
民
推
進
宮
城
県
支
部　

会

員　

大
久
マ
サ
子
氏
の
指
導
の
下
に
浴
衣

の
着
付
け
の
ポ
イ
ン
ト　
　

お
は
し
ょ
り

の
始
末
・
紐
の
締
め
方
、
帯
の
結
び
方
な

ど　
　

を
享
受
し
ま
し
た
。

青年部会・女性部会

㈱ サ ミ ー 工 業 コ ク ヨ
東 北 販 売 ㈱

㈱建築資料研究社仙台
支店日建学院仙台校

代表取締役　高橋　和浩 小川　公一 支店長　工藤　重人

仙台市泉区市名坂字南前 79 仙台市宮城野区榴岡 4-3-10 仙台市青葉区中央 4-6-1
SS30 ビル 7F

☎ 022-372-5456　FAX 022-375-1075 ☎ 022-217-6594　FAX 022-266-0232 ☎ 022-267-5001　FAX 022-267-0819

URL：http://www.samy.co.jp/ URL：http://www.kokuyo-touhoku.com/ URL：http://www.ksknet.co.jp/nikken/

E-mail：m-sato@samy.co.jp E-mail：kouichi_ogawa@kokuyo.com E-mail：kngsnd@mx1.ksknet.co.jp
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ま
し
た
。

公
共
の

建
物
・
オ

フ
ィ
ス
・

住
宅
と
女

性
が
使
用

す
る
部
分

が
ど
の
位

の
ス
ペ
ー

ス
と
し
て

あ
る
の
か
？　

配
置
・
動
線
・
使
い
勝
手

etc.

女
性
が
気
が
付
く
と
こ
ろ
も
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
今
回

は
収
納
に
着
眼
点
を
置
き
、
今
回
は
身
の

回
り
の
収
納
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
。

又
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
長
年
女
性
部
会

に
な
か
な
か
人
が
集
ま
ら
ず
経
営
者
の
理

解
が
得
ら
れ
ず
所
員
の
出
席
者
が
少
な

い
・
・
・
設
計
事
務
所
の
一
員
と
し
て
会

社
に
プ
ラ
ス
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー
に
し
よ
う

と
言
う
事
で
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
部
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
建
築
の
中

で
の
女
性
の
関
わ
り
方
・
役
割
を
も
考
え

な
が
ら
勉

強
会
、
セ

ミ
ナ
ー
を

進
め
て
い

き
た
い
と

思
っ
て
お

り
ま
す
。

も
ち
ろ

ん
女
性
の

み
な
ら
ず

会
員
の
方
や
賛
助
会
員
の
方
々
の
参
加
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

11
月
10
日　

み
や
ぎ
建
築
未
来
賞

前
年
度
は
来
場
者
ア
ッ
プ
と
宮
事
協
の

Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
キ
ッ

ト
を
作
り
来
場
者
に
配
布
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
の
未
来
賞
で
は
表
彰
式
と
受
賞
者

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
司
会
と

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
担
当
し
ま
し
た
。

こ
の
着
物
着
付
け
教
室
は
日
本
の
文
化

を
少
し
で
も
受
け
継
い
で
行
き
、
和
室
の

し
つ
ら
え
（
数
寄
屋
造
り
）
座
の
文
化
な

ど
も
勉
強
し
な
が
ら
、
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
女
性
部
会
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ど
ん
ど
ん
男
性
の
参
加
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

９
月
７
日　

仕
事
力
が
ア
ッ
プ
す
る
整
理

収
納
術

「
片
付
け
上
手
は
仕
事
上
手
」
の
タ

イ
ト
ル
で
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
一
級
の
朝
倉

由
子
氏
を
迎
え
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し

青年部会・女性部会

田島ルーフィング
㈱ 仙 台 営 業 所 真 栄 工 芸 ㈱ 三和シヤッター

工 業 ㈱

所長　落合　洋平 代表取締役　熊谷　一 事業部長　水本　幸篤

仙台市青葉区中央 1-6-35
東京建物仙台ビル 6F

宮城郡利府町しらかし台 6-13-2 仙台市宮城野区扇町 1-1-45

☎ 022-261-3628　FAX 022-225-1567 ☎ 022-356-6688　FAX 022-356-6941 ☎ 022-238-3807　FAX 022-238-3806

URL：https://www.tajima.jp URL：http://www.shineikogei.jp URL：http://www.sanwa-ss.co.jp

E-mail：info-sendai@tajima.co.jp
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同
好
会

　
担
当
副
会
長

　
川
口

　
裕
子

＝
２
０
１
７
年
度
活
動
＝

☆
宮
事
協
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー�

８
月
４
日

☆
南
相
馬
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
竹
水
園

�
８
月
19
日

☆
定
期
練
習
会　

毎
月
第
３
水
曜
日

（
夏
の
イ
ベ
ン
ト
前
は
毎
週
）

  
平
成
21
年
か
ら
友
好
と
親
睦
を
図
る
目

的
で
設
立
さ
れ
た
み
や
じ
連
は
今
年
も
皆

さ
ん
の
笑
顔
に
出
会
い
た
い
…
と
い
う
こ

と
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
宮

事
協
の
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
の
出
演
と
福

島
の
南
相
馬
で
活
躍
し
て
い
る
ひ
ば
り
の

連
と
合
同
慰
問
で
南
相
馬
市
に
あ
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
『
竹
水
園
』
の
夏
祭
り

に
も
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度

�

《
み
や
じ
連
》活
動

みやじ連だより

老若男女誰でも
参加できる
阿波踊り

興味のある方は
是非参加しませんか？

㈱ 堀 越 藤 村 ヒ ュ ー ム 管
㈱ 仙 台 営 業 所

ナショナルエレ
ベーター工業㈱

代表取締役　堀越　良克 所長　遠藤　忠男 代表取締役　大場　秀兵

仙台市宮城野区中野 3-5-22 仙台市青葉区上杉 1-16-8
プロスペール本田 5 階

仙台市青葉区上愛子字松原 47-12

☎ 022-258-6768　FAX 022-258-8595 ☎ 022-226-7790　FAX 022-265-5235 ☎ 022-392-8080　FAX 022-392-8088

URL：http://www.horikoshi.info/ URL：http://www.fujimura-hp.co.jp/ URL：http://www.n-elv.co.jp/

E-mail：national@n-elv.co.jp
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みやじ連だより

当
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会
は
２
０
１
１
年
３

月
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

名
称
を
「
み
や
じ
っ
く
会
」
と
い
い
ま

す
。
月
１
度
最
終
木
曜
日
に
宮
事
協
事
務

所
会
議
室
に
集
ま
り
マ
ジ
シ
ャ
ン
佐
藤
一

男
氏
の
許
、
約
10
名
（
マ
ジ
ッ
ク
だ
け
に

幽
霊
化
し
て
い
る
会
員
も
い
ま
す
が
）
が

不
思
議
の
習
得
に
時
を
忘
れ
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

白
い
紙
が
お
札
に
な
っ
た
り
、
空
の
袋

か
ら
卵
が
出
た
り
、
空
中
か
ら
コ
イ
ン
が

ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
出
た
り
、
52
枚
の
中
に
紛

れ
込
ま
せ
た
１
枚
の
ト
ラ
ン
プ
が
１
番
上

に
現
れ
た
り
と
そ
れ
は
そ
れ
は
夢
の
世
界

か
と
見
紛
う
ほ
ど
で
、
一
同
し
ば
し
浮
世

の
汚
れ
を
浄
化
さ
れ
て
い
る
次
第
で
す
。

魔
法
使
い
に
な
る
に
は
一
層
の
努
力
が

必
要
な
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
努
力
半
ば

で
の
反
省
会
と
い
う
酒
の
魔
力
に
は
い
つ

も
叶
わ
ず
、
習
得
し
た
技
の
数
々
を
ア
ル

コ
ー
ル
の
強
大
な
力
に
奪
わ
れ
再
び
翌
月

の
講
習
で
習
得
し
直
す
と
い
う
半
歩
も
進

ま
ぬ
現
状
な
が
ら
、ス
テ
ー
ジ
マ
ジ
ッ
ク
、

テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
と
幅
広
く
勉
強
は
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

時
に
は
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

を
楽
し
み
更
な
る
技
術
の
進
化
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。

現
在
、
活
動
と
し
て
は
協
会
内
イ
ベ
ン

ト
、
行
事
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
も
う
少
し
腕
を
上
げ
て
、
対

外
的
な
活
動
や
、
パ
ー
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
企
画
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
一
度
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
一
同
魔
法
の
世
界
へ
よ

う
こ
そ
！
と
も
ろ
手
を
挙
げ
て
熱
烈
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度

�
部
会
運
営
室
《
Ｍ
Ｇ
会
》
活
動

㈱ 建 設 プ レ ス Y K K  A P ㈱
東 北 支 社

三 菱 電 機 ㈱
東 北 支 社

代表取締役　河合 良太郎 支店長　澤田　雅稔 支社長　荒木　久嗣

仙台市青葉区折立 3-2-10 仙台市青葉区本町 2-9-7
仙台 YF ビル 4F

仙台市青葉区花京院 1-1-20

☎ 022-302-0177　FAX 022-302-0155 ☎ 022-263-4134　FAX 022-263-4135 ☎ 022-216-4526　FAX 022-216-4716

URL：http://www.ykkap.co.jp/index.html URL：http://www.mitsubishielectric.co.jp/

E-mail：s_watanabe@ykkap.co.jp E-mail：Nishimura.Takuma@ay.MitsubishiElectric.co.jp
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宮

事

協

釣

り

大

会

　

今
年
度
初
の
宮
事
協
釣
り
大
会
は
絶
好

の
天
候
に
恵
ま
れ
、
塩
釜
ま
が
き
港
の
第

一
海
友
丸
で
仙
台
湾
へ
。
カ
レ
イ
五
目
釣

り
大
会
で
は
あ
っ
た
が
、
船
長
の
『
ア
イ

ナ
メ
釣
れ
て
ね
ー
わ
』
の
一
声
で
カ
レ
イ

釣
り
メ
イ
ン
大
会
に
早
変
わ
り
。
や
や
肩

透
か
し
を
食
ら
っ
た
感
じ
か
・
・
・
。
そ

う
は
言
う
も
の
の
釣
り
始
め
れ
ば
大
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
大
型
の
カ
レ
イ
が

釣
り
師
達
を
魅
了
す
る
。潮
が
速
い
の
か
、

腕
が
悪
い
の
か
、
カ
レ
イ
釣
り
な
の
に
仕

掛
け
も
絡
ま
る
・
・
・
・
・
ま
さ
に
《
お

祭
り
状
態
》
の
船
上
だ
。
そ
ん
な
中
、
左

舷
８
番
目
に
陣
取
っ
た
《
さ
す
ら
い
の
釣

り
師
：
三
上
孝
悦
氏
》
が
余
裕
の
７
㎏
越

え
で
優
勝
を
飾
り
、
優
勝
賞
金
を
手
に
し

た
！
！
ひ
ゅ
ー
ひ
ゅ
ー
！
！

優
勝　

三

上

孝

悦

氏

10
月
28
日
（
土
）　
宮
事
協
大
漁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
者
の
順
位
表

順　位 氏　名 会 社 名 総重量（㎏）

1 三上　孝悦 コクヨ東北販売㈱ 7.02

2 関本　祐一 ナショナルエレベーター工業㈱ 6.56

3 菅井　　猛 ㈱あいあーるパレスへいあん 6.30

4 阿部　　茂 ㈱阿部塗装工業 5.52

5 鈴木　伸幸 ㈱サミー工業 4.98

6 渡辺　　聡 ＹＫＫＡＰ㈱ 4.36

7 鈴木　　龍 ㈱Ｄ . Ｃ . Ｔアイ 4.06

8 高橋　亨次 ㈱図設計 3.68

9 大沼　英一 ㈱あいあーるパレスへいあん 3.58

10 中静　哲也 ナショナルエレベーター工業㈱ 3.46

11 大塚　教雄 ㈱あいあーるパレスへいあん 2.76

12 井上　剛志 ㈱構造計画 2.42

13 佐藤　孝志 ㈱集建築設計事務所 2.24

14 高橋　靖成 宮城県建築士事務所協会 1.80

15 長江　喜一 長江建設㈱ 1.68

カレイ大物 鈴木　伸幸 ㈱サミー工業 2.10

アイナメ大物 関本　祐一 ナショナルエレベーター工業㈱ 1.22

宮事協大漁プロジェクト
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平成29年  宮事協行事

平成29年　宮事協

新春記念講演・新年賀詞交歓会

日程：平成29年1月26日（木）

場所：パレスへいあん
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平成29年  宮事協行事

平成29年度  宮事協  総会

日程：平成29年5月26日（金）

場所：パレスへいあん
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平成29年  宮事協行事

平成29年度　宮事協　ボウリング大会

日　　程：平成29年9月6日（水）

場　　所：仙台ベガロポリス

参加人数：88名
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平成29年  宮事協行事

平成29年度　宮事協　全体会議・ビアパーティー

日程：平成29年 8 月 4 日（金）

場所：パレスへいあん
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平成29年  宮事協行事

平成29年度　オープンゴルフ大会

日　　程：平成29年10月24日（火）

場　　所：富谷カントリークラブ

参加人数：105名

優 勝 者：関村新一様（野口建設㈱）



32

賛助会だより

賛助会だより’29

　賛助会は昭和56年に45社で発足しました。以来37年目に当たり本年10月現

在196社になり昨年同時期に比べ11社ほど増えた会員数に至っております。

　日頃より事業運営に多大なとご協力とご理解を賜り、誠に有り難うござい

ます。

　賛助会の目的は正会員・賛助会員の枠を超えての親睦交流を始めとし、主

に建築に関わる業界が共に情報の調査研究、様々な研修と技術研究です。種々

のイベントも開催され、いづれも好評を頂いている所であります。

　賛助会独自の企画である『音楽の夕べ』は、今年で４回目を迎え、華やか

な開催となり、称賛の声を多数いただきました。

　先般、本年は３年ぶりに開催された塩釜沖でのカレイ釣り大会は16名の参

加で太公望を堪能し正会員、賛助会共に魚の釣果より釣糸を垂らしている時

の笑顔が最高の交流会でした。

　恒例事業の実務者セミナーも好評に開催されておりますが、企画開催申請

は早めの申し込みを頂き社の繁栄に繋げて頂きたいと思います。

　親会との共催事業にも賛助会会員多くの参加協力で盛り上げて頂き、御礼

申し上る次第であります。

　本年も残り少なくなりましたが、来年も会員皆様始め、社員様そしてご家族

様が健康で穏やかな１年を過ごされるようお祈りして挨拶とさせて頂きます。

一般社団法人　宮城県建築士事務所協会　賛助会

会　長　　阿部　　　茂

賛助会通常総会

開催日：平成29年５月26日

場　所：パレスへいあん
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平成29年度　2017　音楽の夕べ

日　　程：平成29年11月27日（月）

場　　所：パレスへいあん

参加人数：121名

賛助会だより

実務者養成セミナー

毎月開催(12月、１月、３月を除く)
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編 /集 /後 /記

本号の特集を「木造の復権」としたことは、日本国の国

土面積に占める森林面積は66％で先進国では有数の森林大

国であることは周知の通りで、戦後70数年たった現在、植

樹された樹木は生長し木材としての需要が必要とされる時

期となっている。

特に輸入材に頼らず、国産材を使用することに対して、

林野庁は、各県産材等の使用に対して補助金や交付金など

で奨励をされ、数多くの木材を使用した建築物が近年施工

されるようになり、特に公共建築に使用される頻度が高く

なっている。

震災バブル景気も影を落とし始める今日、私たち協会員

も互いを切磋琢磨し、木造建築と取り組むなど、景気に左

右されないように頑張っていきたいものである。

本号の発刊にあたり尽力された、室長の佐藤雅友氏、東

山圭氏、鎌田孝一氏、大場秀兵氏、佐藤昌弘氏、佐藤寛氏、

の各氏に心からの謝意を表するものである。

編集委員長・副会長　加藤　良一

～私たちが編集しました～（※順不同）

編集委員　佐藤雅友、東山圭、鎌田孝一、大場秀兵、

　　　　　佐藤昌弘、佐藤寛

事 務 局　松田純也、高橋靖成、志久保ひろみ

一般社団法人　宮城県建築士事務所協会
会報誌

「創る」31号

発行日：平成29年12月18日
発　行：一般社団法人　宮城県建築士事務所協会
　　　　〒980-0011 仙台市青葉区上杉 2 丁目 2 番40号

宮城県建築設計会館
　　　　TEL.022-223-7330　FAX.022-223-7319
　　　　E-mail : jimukyoku@miyajikyo.com
　　　　URL : http://www.miyajikyo.com



ATAハイブリッドトラス構法

中
大
規
模
木
造
建
築

鉄
骨

木
造

変

※張弦梁トラス こども園（体育館）

※山形トラス 倉庫（スパン：２１ｍ）


